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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトは，自伝的記憶の概括化（OGM）が生じるメカニズムおよび記憶の特
定性トレーニング（MeST）がOGMおよび抑うつに効果を発揮するメカニズムを明らかにすることを目的とした。
いくつかの実験研究を通じて，ネガティブな手がかりに対するOGMの直接検索が抑うつに特に関連するメカニズ
ムとして特定された。このことから，OGMに対するアクセシビリティを変容させる介入が重要であることが示唆
された。MeSTによる治療データの二次分析では，OGMの直接検索が抑うつを予測する効果をMeSTが緩和させるこ
とが示された。OGMのアクセシビリティに焦点を当てた介入では，抑うつに対する大きな治療効果が示された。

研究成果の概要（英文）：This project aimed to elucidate the causes of overgeneral autobiographical 
memory (OGM) and the mechanisms underlying the effectiveness of memory specificity (MeST) training 
on depression. Several experimental studies have demonstrated that directly retrieved OGM for 
negative cues is particularly associated with depression and its vulnerability. This suggests that 
interventions of altering the accessibility of OGM are critical for the treatment. The secondary 
analysis of MeST intervention data showed that, while directly retrieved OGM for negative cues 
predicted depression one month later in the control group, this predictivity was mitigated by the 
MeST. A brand new intervention protocol focusing on the accessibility of OGM indicated greater 
treatment effects on depression.

研究分野： 認知臨床心理学

キーワード： うつ病　自伝的記憶の概括化　自伝的記憶の特定性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本プロジェクトの成果は，OGMがなぜうつ病の脆弱要因となっているのか，その考えうる経路を特定するもので
あり，当該研究領域に重要な知見をもたらした。さらに，そのメカニズムに基づいた治療法の確立は，うつ病と
いう社会問題に対してひとつの解決策をもたらす。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

(1) うつ病に対する認知行動療法の効果が実証されてきたが，それでもなお，一定の難治例・再
発例が存在する。効果を増強するために，精神病理学的知見の活用が必要である。 

 

(2) 自伝的記憶の概括化（Overgeneral autobiographical memory: OGM）は抑うつの脆弱要因である
ことが指摘されており，OGM をターゲットとした抑うつ治療法である，記憶の特定性訓練
（Memory specificity training: MeST; Raes et al., 2009）が開発されている。 

 

(3) しかしながら，MeST がなぜ抑うつに効果を発揮するのかは明らかでなく，OGM のメカニズ
ムを探究するとともに新たな治療法を開発する必要がある。 

 

 

２．研究の目的 

(1) OGM が生じるメカニズムおよび MeST が OGM および抑うつに効果を発揮するメカニズム
を明らかにする。 

 

(2) OGM に着目した新たな抑うつ治療法を開発し，可能であれば従来の認知行動療法との融合
をはかる。 

 

３．研究の方法 

(1) OGM が生じるメカニズムに関する実験を実施する。 

 

(2) MeST による治療データの二次分析から，抑うつが改善されるメカニズムを探究する。 

 

(3) OGM の修正を含む治療プロトコルを作成し，それに基づく治療者の養成と，パイロットスタ
ディ，RCT を実施する。 

 

 

４．研究成果 

(1) OGM が生じるメカニズム 

自伝的記憶の検索には，それが意図をもった検索であるか否かによって意図的想起と無意図的
想起に区別され，さらに，意図的想起はその検索が労力を必要とするか否か，あるいは追加の手
がかり生成を必要とするか否かによって，生成検索と直接検索過程がある。生成検索は自伝的記
憶の階層を抽象的な層（自己概念など）から，概括的な記憶の層を通じて，具体的な記憶の層（特
定のエピソード）へと進んでいく過程であり，労力を割いて行われる。生成検索において，自己
概念や概括的な記憶を連想する過程は，特定のエピソードを検索するための手がかりの生成で
ある。一方の直接検索は記憶がただちに頭に浮かぶ過程であり，追加の手がかり情報や労力を必
要としない（Conway & Pleydell-Pearce, 2000; Uzer et al., 2012）。従来の研究では，生成検索の不
良，つまり検索が自伝的記憶階層の中間層で停止することが，抑うつ者における OGM の要因で
あるとされてきた（Williams et al., 2007）。しかしながら，我々は，ネガティブな抽象的・概括的
記憶表象に対するアクセシビリティの高さが抑うつ者における OGM の大きな要因であり，ネガ
ティブな OGM の直接検索増加がそれを反映することを多くのデータから示した（Hallford & 

Matsumoto, 2022; Matsumoto, Takahashi, & Kawaguchi, 2020; Matsumoto, Takahashi, & Hallford, in 

revision）。図 1 に示したのは，抑うつ傾向者と非抑うつ者に対して，手がかり語から連想される
自伝的記憶の想起を求め，その想起が生成検索であったか直接検索であったかを各検索につき
判断してもらうパラダイムによって得られた結果である。抑うつ傾向群では，ネガティブな手が
かり語に対して OGM の直接検索を多く報告していた（Matsumoto et al., 2020）。この知見は，う
つ病患者においても再現され（Hallford & Matsumoto, 2022），うつ病寛解群においても再現され
た（Matsumoto et al., 2020; Matsumoto et al., in revision）。また，無意図的想起事態においても，抑
うつ傾向群およびうつ病寛解群は，特にネガティブで自己関連的な刺激に対する OGM の増加を
示した（Matsumoto, Watson, & Kuratomi, submitted）。 

 

さらに，OGM に対するアクセシビリティの高まりは，特定のエピソードに検索誘導性忘却（あ
るカテゴリに属する複数の記憶のうち，ある記憶を反復検索しているとそのカテゴリの他の記
憶が忘却される現象）をもたらし，OGM を強固なものに変えていくことを実験的な検討によっ
て示した（Matsumoto, Mochizuki, Marsh, & Kawaguchi, 2021）。この研究では，手がかり語に対し
て特定のエピソードを生成してもらった後，手がかりを共有する概括的な記憶を反復検索して
もらったところ，何もしない条件に比べて，最終記憶テストにおける特定のエピソードの記憶成



 

 

績が低下した（図 2）。 

図１．ネガティブ語に対する OGM の直接検索（右列）（Matsumoto et al., 2020, Cognitive Therapy 

and Research） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．概括的な記憶の反復検索による特定的な記憶の検索誘導性忘却（Rp- vs. Nrp）（Matsumoto 

et al., 2021, Journal of Experimental Psychology: General） 

 

以上の知見から，OGM に対するアクセシビリティの高さが抑うつの脆弱要因として存在し，そ
のアクセシビリティの修正が抑うつの治療に効果を発揮することが示唆された。 

 

(2) MeST 治療データの二次分析 

MeST は手がかり語に対して特定のエピソードを検索する練習を繰り返す介入法である。MeST

治療データの二次分析を行ったところ，待機群ではネガティブ語に対する OGM の直接検索が抑
うつの悪化を予測したのに対して，MeST 群ではその予測力が消失していることが示された
（Matsumoto & Hallford, in prep; 図 3）。この知見は上記の考察を支持し，OGM に対するアクセ
シビリティの修正が抑うつ治療を支えていることを示唆している。この効果は，特定のエピソー
ドの反復検索が概括的な記憶に検索誘導性忘却をもたらしたからかもしれず，この点について
はさらなる検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．ネガティブ語に対する OGM の直接検索と MeST の効果（Matsumoto & Hallford, in prep） 
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(3) OGM の修正を含む治療プロトコルの作成と実施 

本研究を計画した当初は，認知行動療法に MeST を追加したプログラムの有用性を検討する予
定であったが，間もなくして OGM の変容は認知行動療法の治療効果に関連しないという研究成
果が発表された（Hitchcock et al., 2019 WCBCT）。しかしながら，OGM の何をどのように変容さ
せるかによって治療への寄与は異なると考えられる。そこで，上記で示された知見をプログラム
に組み込んだトラブルシューティングを試みた。具体的には，MeST の検索練習時に特定的なエ
ピソードと概括的な記憶の競合性を高めるために（これは検索誘導性忘却が生じる条件である），
ある手がかりから概括的な記憶を検索してしまった場合，それに反する特定的なエピソードを
想起するプログラムを追加した。 

 

パイロットスタディにおいて，この介入法は記憶の特定性および抑うつに大きな効果を発揮し
た（図 4）。続いて，RCT に進む予定であるが，資金不足のため基盤研究（B）への前年度申請に
よる移行をしたため，この研究は未完である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．MeST を発展させたプロトコルによる OGM 修正のパイロットスタディ（※注 このプロ

グラムは 4 週間の内容で，前半 2 週間が OGM に対する介入，後半 2 週間がエピソード的未来思

考に対する介入となっている）（Matsumoto & Yoshida, in prep） 
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